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研究成果の概要（和文）：若年成人におけるH.pylori除菌前後の腸内細菌叢の変化を検討する目的で現感染10人
の除菌前，除菌１週間後，および2ケ月後の糞便を収集した．糞便の核酸を抽出し，糞便細菌叢解析を行った．
除菌直後はFirmicutesが増加した．Proteobacteriaは除菌直後に5人で増加したが，2ケ月には元に戻った．
dysbiosisは認めなかった．除菌1週後において一時的にα多様性の低下は認められたが，2ケ月後には改善し
た．Klebsiellaは除菌1週後に増加したが，2ケ月後には元に戻った．若年成人におけるH.pylori除菌は
dysbiosisを起こすことなく安全に行うことができることが示された．

研究成果の概要（英文）：We aimed to examine changes in the gut microbiota before and after H. pylori
 eradication in young adults. The stool specimens of the ten patients average 19.8 years  were 
collected before, 2 weeks after, and 2 months after H. pylori eradication. Then, the bacterial 
composition at the phylum and genus levels and α-diversity were analyzed. No significant changes 
were observed in the relative abundance of Firmicutes after eradication. Although the number of 
Proteobacteria increased in five patients 2 weeks after eradication, the altered ratio returned to 
the former levels after 2 months; dysbiosis was not observed. The α-diversity transiently decreased
 2 weeks after eradication in several patients. Additionally, Klebsiella strains transiently 
increased 2 weeks after eradication and returned to the baseline level after 2 months. We consider 
that H. pylori eradication can safely be performed even in young adults without concern for 
dysbiosis of the gut microbiota.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Helicobacter pylori (H.pylori)除菌は胃癌発症を抑制することが示されている．さらに胃癌発症の母地となる
萎縮性胃炎の進行していない青少年期のH.pylori除菌が発症抑制効果が大きいと報告されているが，若年成人に
おける除菌による腸内細菌叢の変化については明らかにされていなかった．今回の研究で若年成人における若年
成人除菌はdysbiosisを起こすことなく安全に行うことができることが示された．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様式 C-１９、F-１９-１、Z-１９（共通） 
 
1. 研究開始当初の背景 

Helicobacter pylori (H.pylori)除菌は胃癌発症を抑制することが示されている．さらに胃
癌発症の母地となる萎縮性胃炎の進行していない青少年期の H.pylori 除菌が発症抑制効果
が大きいと期待されている．中学生，高校生の若い世代における除菌治療も大きな有害事象
なく行えるとの報告もされている．一方で腸内細菌叢の変化がさまざまな疾患の病因とな
る．抗菌剤を用いた H.pylori 除菌は腸内細菌叢に影響を及ぼし dysbiosis を引き起こす可能
性がある．健康成人に対する H.pylori 除菌後の腸内細菌叢については既報が散見され，腸
内細菌の多様性は除菌後速やかに低下するが，種の多様性は長期間維持されると報告され
ている．また，経過観察では多様性の変化もその後，除菌前の状態に戻ると報告されている．
若年成人における除菌による腸内細菌叢の変化については少なく十分な検討がなされてい
ない． 
 
2. 研究の目的 

若年成人における H.pylori 除菌前後の腸内細菌叢の変化を検討する. 
 
3. 研究の方法 

2020 年度及び 2021 年度岡山大学新入生の検診時における余残血清から抗 H.pirori 抗体
検査にて陽性者を抽出し，外来受診を促し，保険診療として内視鏡検査を行い生検組織検査
及び生検組織培養にて H.pylori 感染診断を行い，現感染と診断された学生には除菌治療を
行った．そのうち同意を得られた学生から除菌前，除菌１週間後，および 2 ケ月後の糞便を
収集した．10 人（男性 5 人，女性 5 人），平均年齢 19.8 歳（18-24）の学生採取した糞便を
用いて核酸を抽出し，16SrRNA 遺伝子シークエンスにより糞便細菌叢解析を行い，dysbiosis
を評価した．尚，dysbiosis は Bacteroides の有意な減少，α多様性の低下，そして通常認め
られない細菌の増加とした． 
 
4. 研究成果 

「門」レベルでは主要細菌である Bacteroides, Firmicutes において除菌治療に関連する変
化は認められなかった．除菌直後に Fusobacteria は 2 人において，Proteobacteria は 5 人に
おいて一時的に増加したが，2 ケ月には元に戻った．（図１）また dysbiosis は認めなかった．
除菌直後において一時的にα多様性の低下は認められたが統計学的に有意なものではなく，
2 ケ月後には改善した．（図２） Klebsiella は除菌前には 2 人において認められたのみであ
ったが，除菌直後には 7 人に認められた．しかし，2 ケ月後には有意に低下し 4 人において
は消失した．２人において除菌直後一時的に Fusobacteria が増加した．（図 3） 
以上より若年成人における腸内細菌叢は H.pylori 除菌により一時的に変化するが，dysbiosis



を起こすことなく比較的早期に除菌前の状態に復した． 
今回の研究で若年成人における若年成人除菌は dysbiosis を起こすことなく安全に行うこと

ができることが示された． 
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